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碧
鈴
祭
期
間
中
の
二
〇
一
八
年
十
一
月
十

日
（
土
）、恒
例
の
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
パ
ー

テ
ィ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
爽
や
か
な
秋
空

の
下
、
卒
業
生
と
ご
家
族
、
大
学
教
職
員
の

皆
さ
ん
合
計
七
十
二
名
（
前
年
七
十
六
名
）

に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

パ
ー
テ
ィ
で

は
、
毎
年
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
大
会
、
参
加
者
全

員
参
加
イ
ベ
ン
ト
の
ワ
ナ
ゲ
大
会
と
盛
況
の

中
、
卒
業
生
や
ご
家
族
様
ど
う
し
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 　

今
年
も
お
子
様
連
れ
の
参
加
者
様
が
多

く
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
パ
ー
テ
ィ

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
学
内
に
は
昨
年
度

卒
業
生
や
久
し
ぶ
り
に
大
学
を
来
訪
さ
れ
た

放
射
線
技
術
科
学
科
２
期
生
の
皆
様
な
ど
が

学
内
を
散
策
さ
れ
、
碧
鈴
祭
を
楽
し
ん
で
い

る
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

卒
業
以
来
お
帰
り
い
た
だ
い
て
い
な
い
卒

業
生
の
皆
様
に
も
、
一
度
は
母
校
に
足
を
運

び
、旧
友
や
恩
師
と
の
再
会
、母
校
の
今
の
雰

囲
気
を
楽
し
み
、
卒
業
生
や
在
学
生
と
の
交

流
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

来
年
度
も
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

森
　
　
麻
友 

さ
ん
（
放
射
線
技
術
科
学
科
）

●	

大
学
祭
は
久
し
ぶ
り
で
す
か
？

	

大
学
に
来
た
感
想
は
い
か
が
で
す
か
？

去
年
も
来
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
さ

か
特
賞
が
当
た
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

●	

ど
ん
な
学
生
時
代
で
し
た
か
？

地
味
に
す
ご
し
て
い
ま
し
た
。

●	
今
担
当
さ
れ
る
仕
事
は
？

健
診
施
設
で
働
い
て
い
ま
す
。
主
に
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

●	

勤
務
さ
れ
て
い
る
方
は
、
働
く
Ｏ
Ｇ
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
を
毎
日
た
く
さ
ん
撮
っ
て
い

る
方
、
体
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。
私
は
手
の
甲
が
め
く
れ
た
り
、足
の
指
、

疲
労
骨
折
し
た
り
、
腰
を
痛
め
ま
し
た
。（
一

日
に
二
方
向
一
〇
〇
人
以
上
撮
影
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
）

西
尾
　
英
恵 

さ
ん
（
放
射
線
技
術
科
学
科
）

●	

大
学
祭
は
久
し
ぶ
り
で
す
か
？

	

大
学
に
来
た
感
想
は
い
か
が
で
す
か
？

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
に
は
毎
年
来
て
い
ま
す
。
子

ど
も
が
楽
し
め
て
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

●	

ど
ん
な
学
生
時
代
で
し
た
か
？

楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

●	

今
担
当
さ
れ
る
仕
事
は
？

診
療
放
射
線
技
師
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

山
口
ひ
と
み 

さ
ん
（
放
射
線
技
術
科
学
科
）

●	

大
学
祭
は
久
し
ぶ
り
で
す
か
？

	

大
学
に
来
た
感
想
は
い
か
が
で
す
か
？

久
し
ぶ
り
に
き
ま
し
た
。
と
て
も
懐
か
し
か
っ

た
で
す
。

●	

ど
ん
な
学
生
時
代
で
し
た
か
？

関
東
か
ら
入
学
し
ま
し
た
が
、
関
西
の
友
達
と

楽
し
く
過
ご
し
た
学
生
時
代
で
し
た
。

●	

今
担
当
さ
れ
る
仕
事
は
？

健
診
施
設
で
主
に
乳
腺
検
査
を
担
当
し
て
い
ま

す
。

●	

勤
務
さ
れ
て
い
る
方
は
、
働
く
Ｏ
Ｇ
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
で
働
い
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
体
に
気
を
つ
け
て
お
互
い
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

小
澤
　
綾
美 
さ
ん
（
医
療
栄
養
学
科
）

●	

大
学
祭
は
久
し
ぶ
り
で
す
か
？

	

大
学
に
来
た
感
想
は
い
か
が
で
す
か
？

来
ら
れ
る
年
は
来
て
い
ま
す
。
新
し
い
学
科
が

で
き
て
い
て
驚
き
ま
し
た
。

●	

ど
ん
な
学
生
時
代
で
し
た
か
？

勉
強
ば
か
り
し
て
い
ま
し
た
。

●	

今
担
当
さ
れ
る
仕
事
は
？

い
ろ
い
ろ
し
て
い
ま
す
。

●	

勤
務
さ
れ
て
い
る
方
は
、
働
く
Ｏ
Ｇ
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

続
け
ら
れ
る
仕
事
が
あ
る
っ
て
こ
と
は
あ
り
が

た
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

瀬
古
　
沙
紀 

さ
ん
（
理
学
療
法
学
科
）

●	

大
学
祭
は
久
し
ぶ
り
で
す
か
？

	

大
学
に
来
た
感
想
は
い
か
が
で
す
か
？

五
年
ぶ
り
く
ら
い
で
す
。
雰
囲
気
は
変
わ
り
な

い
け
ど
、
学
科
が
増
え
に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
き

た
と
思
い
ま
す
。

●	

ど
ん
な
学
生
時
代
で
し
た
か
？

他
学
科
の
友
達
と
も
交
流
が
多
く
、
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
も
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

●	

今
担
当
さ
れ
る
仕
事
は
？

理
学
療
法
士
で
す
。

●	

勤
務
さ
れ
て
い
る
方
は
、
働
く
Ｏ
Ｇ
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

人
に
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
職
業
な
の

で
、
患
者
さ
ん
な
ど
相
手
の
方
の
笑
顔
を
励
み

に
今
後
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

鈴
木
　
絵
巳 

さ
ん
（
臨
床
工
学
科
）

●	

大
学
祭
は
久
し
ぶ
り
で
す
か
？

	

大
学
に
来
た
感
想
は
い
か
が
で
す
か
？

今
回
三
回
目
で
す
。
ビ
ン
ゴ
大
会
で
は
、
安
室

ち
ゃ
ん
や
、
か
に
鍋
セ
ッ
ト
を
頂
き
ま
し
た
！

●	

ど
ん
な
学
生
時
代
で
し
た
か
？

バ
イ
ト
と
勉
強
生
活
で
し
た
。

●	

今
担
当
さ
れ
る
仕
事
は
？

病
院
勤
務
で
す
。

●	

勤
務
さ
れ
て
い
る
方
は
、
働
く
Ｏ
Ｇ
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

不
規
則
な
生
活
で
す
が
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

2018 年度 ホームカミングパーティ開催報告

卒

業

生

便

り

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
に
参
加
さ
れ
て
い
た

皆
様
に
近
況
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
頂
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！
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今
後
の
活
動
計
画

１
．「
第
二
回 

卒
後
研
修
会
」
開
催
に
つ

い
て

平
成
二
十
九
年
に
実
施
し
た
〝
卒
後
研

修
会
〟
が
好
評
で
あ
っ
た
た
め
、
定
期
的

に
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
第
二

回　

卒
後
研
修
会
」
を
以
下
の
日
時
で
開

催
し
ま
す
。
今
回
は
白
子
キ
ャ
ン
パ
ス
で

行
い
ま
す
。

開
催
日　

二
〇
二
〇
年
二
月
八
日
（
土
）

　
　
　
　

十
四
時
～
十
六
時

（
十
三
時
三
〇
分
受
付
開
始
）

場
　
所　

鈴
鹿
医
療
科
学
大
学

　
　
　
　

白
子
キ
ャ
ン
パ
ス
六
号
館 

内
　
容

第
一
部
　
卒
業
生
の
軌
跡

仕
事
の
や
り
が
い
、
悩
み
等
を
語
り
ま
す

第
二
部
　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

卒
業
生
同
士
や
在
校
生
と
の
交
流
を
行

い
ま
す

第
三
部
　
お
茶
会

詳
し
く
は
、
各
期
役
員
よ
り
連
絡
を
致

し
ま
す
の
で
、奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

※
各
期
役
員
の
連
絡
先
を
知
ら
な
い
卒
業

生
は
、
以
下
の
ア
ド
レ
ス
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。（tom

i-cak@
suzuka-u.ac.jp 

	

医
療
福
祉
学
専
攻
支
部
同
窓
会
事
務

局
長
：
冨
田
）

２
．「
医
療
福
祉
学
科
同
窓
会
」に
つ
い
て

「
医
療
福
祉
学
科
同
窓
会
」
に
つ
い
て

は
、
開
催
に
向
け
、
現
在
大
学
同
窓
会
か

ら
の
補
助
金
を
積
み
立
て
て
お
り
、
予
算

の
都
合
を
見
な
が
ら
計
画
を
立
て
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
す
。
開
催
準
備
が
整
い
次

第
、
改
め
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
の
で
、

そ
の
際
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

二
〇
一
九
年
度
役
員
紹
介

（
※
数
字
…
卒
業
期
一
～
十
二
期
生
）

会
長
：
縣
希
輔
①　

副
会
長
：
兵
倉
香

織
（
旧
姓
：
丹
羽
）
②　

事
務
局
長
：
冨

田
千
晶
①　

会
計
：
福
田
佳
奈
③  

役

員
：
伊
藤
達
也
①
、
市
川
真
也
②
、
民

部
雄
也
③
、
澤
孝
行
④
、
勝
田
貴
之
⑤
、

森
本
早
起
⑤
、
福
吉
真
希
⑥
、
山
際
千

晴
⑦
、
米
本
麻
由
佳
⑦
、
伊
藤
有
希
⑧
、

前
納
一
輝
⑧
、
沖
本
成
未
⑨
、
仲
山
希

洋
⑩
、
戸
坂
勇
希
⑪
、
松
山
祐
奈
⑫

医
療
福
祉
学
科

医
療
福
祉
学
専
攻
同
窓
会
か
ら

の
お
知
ら
せ

支 部 報 告

貴
島
日
出
見
先
生
が
平
成
三
十
年

十
一
月
九
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
通
夜
告
別
式
に
は
約
九
〇
〇
名
が

弔
問
に
訪
れ
、
多
く
の
卒
業
生
、
在
学

生
も
先
生
と
の
最
後
の
お
別
れ
を
致
し

ま
し
た
。

貴
島
先
生
は
平
成
十
六
年
保
健
衛
生

学
部
医
療
福
祉
学
科
の
開
設
当
初
か
ら

着
任
さ
れ
、
平
成
二
十
五
年
か
ら
医
療

福
祉
学
科
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
ご

専
門
で
あ
る
「
障
害
者
福
祉
」
を
中
心

に
、多
く
の
科
目
を
ご
担
当
い
た
だ
き
、

六
〇
〇
名
を
超
え
る
学
生
が
先
生
か
ら

た
く
さ
ん
の
学
び
を
得
ま
し
た
。

先
生
は
、
在
学
生
や
卒
業
生
に
対
し

て
常
に
柔
ら
か
な
ま
な
ざ
し
を
向
け
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
ハ
ス
キ
ー
な
声
で
優

し
く
語
り
か
け
て
下
さ
っ
た
こ
と
、
い

つ
も
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
接
し
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
な
ど
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ

ま
す
。

大
学
で
は
、
多
く
の
社
会
福
祉
専
門

職
の
養
成
に
力
を
注
が
れ
ま
し
た
が
、

学
外
で
も
、
三
重
県
障
害
者
施
策
推
進

協
議
会
の
委
員
長
や
三
重
県
社
会
福
祉

士
会
の
会
長
等
を
歴
任
さ
れ
、
三
重
県

の
地
域
福
祉
を
耕
し
続
け
た
方
で
も
あ

り
ま
し
た
。先
生
の
誠
実
な
姿
勢
は
、社

会
福
祉
専
門
職
、
対
人
援
助
職
と
し
て

働
く
私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
指
針
で

あ
る
こ
と
は
今
後
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

貴
島
先
生
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。　

　
　

医
療
福
祉
学
専
攻
支
部

　
　

同
窓
会
事
務
局
長冨

田
　
千
晶

追
悼  

貴
島
日
出
見
先
生
へ
の

追
悼
の
こ
と
ば

貴島 日出見 先生
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■ 

森
西  

祐
子
　H

N
03

（
13
期
生
）

	

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
東
海
株
式
会
社

	

経
営
企
画
部
　
環
境
社
会
貢
献
担
当

　

タ
イ
ト
ル
「
当
社
が
目
指
す
食

育
と
は
」（
仮
題
）

同
級
生
に
一
言

皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
？
久
し

ぶ
り
に
皆
さ
ん
に
会
え
る
こ
と

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
是
非
、

お
時
間
あ
れ
ば
、
講
演
会
も

見
に
来
て
頂
け
る
と
嬉
し
い
で

す
！

■ 

松
本（
倉
田
）真
奈
美	

H
N
03

（
13
期
生
）

	

藤
田
医
科
大
学
　
七
栗
記
念
病
院

	

医
療
技
術
部
　
食
養
課 

　

タ
イ
ト
ル
「
病
院
で
働
く
管
理

栄
養
士
に
必
要
な
こ
と
」（
仮

題
）

同
級
生
に
一
言

み
な
さ
ん
元
気
で
す
か
。
久
し

ぶ
り
に
集
ま
り
た
い
な
ぁ
。

■ 

松
田 

有
希
子  H

N
94

（
４
期
生
）

	

株
式
会
社
ト
モ
　
企
画
開
発
室

　

タ
イ
ト
ル
「
管
理
栄
養
士
・
栄

養
士
の
ス
キ
ル
に
つ
い
て
」（
仮

題
）

同
級
生
に
一
言

皆
さ
ん
の
近
況
が
知
り
た
い
で

す
。
是
非
一
度
集
合
し
ま
し
ょ

う
! ! 

■ 

藤
原  

靖
成
　H

N
95

（
５
期
生
）

　
社
会
福
祉
法
人 

は
ま
ゆ
う
会

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
フ
ル
ハ
ウ
ス

　

タ
イ
ト
ル
「
高
齢
者　

福
祉
施

設
の
栄
養
業
務
」（
仮
題
）

同
級
生
に
一
言

お
久
し
ぶ
り
で
す
。
同
窓
会
で

お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

皆さんお元気ですか？今年は、新しい元号にもなり、久
しぶりに下記の通り医療栄養学科（管理栄養）の同窓会を
開催します。懐かしい先生や友達との再会を楽しんでもらえ
ればと思います。また、同窓会はお昼過ぎには終わりますの
で、その後は同期生たちと懐かしい鈴鹿の街へ繰り出すもよ
し！です。皆様のご参加をお待ちしております。

医療栄養学科（管理栄養）の
同窓会を行います！

医療栄養学科
同窓会からの

お知らせ

支 部 報 告

懇親会会場
（JART 記念館 学生食堂）

近況報告会場
（B 講義棟）

開催日時

令和元年 11 月 9 日（土） 
第 1 部　卒業生による近況報告会……10：00 ～ 11：50
挨拶（幹事）→ HN13 別府香名→ HN10 野子瑞希→
HN05 渥美沙緒里→ HN03 松本真奈美→ HN03 森西祐子
→ HN95 藤原 靖成→ HN94 松田有希子（敬称略）　
第 2 部　懇親会……12：00 ～ 13：30

開催場所

第 1 部　Ｂ講義棟 3523 教室
第 2 部　JART 記念館内　学生食堂レムシャイド

（簡単な軽食を用意しております）

■医療栄養学科（管理栄養）同窓会に
　関するお問い合わせは
　eiyouhn@suzuka-u.ac.jp
　同窓会幹事 大槻　誠　まで

第
一
部
卒
業
生
に
よ
る
近
況
報
告
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
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放
射
線
技
術
科
学
科
同
窓
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

支 部 報 告
キャリア支援事業

「卒業生講演会～  就職前に知りたい！  施設による違い～」

キャリア支援講演会も今年で第 4回となりました。本講演会は主に放射線技術科学科の在
学生向けの企画ですが、全学科卒業生の皆様にもご参加いただけます。ホームカミングパー
ティの前に開催されますので、お誘いあわせの上、よろしければぜひご参加ください。
日　　時：2019 年 11月 9日（土）11：00～ 12：30（開場 10：40）
場　　所：千代崎キャンパスＢ棟　3513教室
講　　師：国立病院機構、私立大学病院で勤務する若手放射線診療放射線技師数名
参加対象：本学卒業生およびご家族の方。放射線技術科学科在学生。
参 加 費：無料（お茶・軽食有り。先着 100名）
	 　・卒業生は事前申し込み無しでもご参加いただけます。

放
射
線
技
術
科
学
科

　
初
め
て
の
国
際
学
会
に

参
加
し
て

　
保
健
衛
生
学
部 

放
射
線
技
術
科
学
科 

教
授
　
川 

野  

　
誠

放
射
線
技
術
科
学
科
で
は
初
め
て
の
取

り
組
み
と
な
る
学
生
の
国
際
学
会
発
表
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
三
月
九
日
（
土
）

～
十
日
（
日
）
台
湾
で
開
催
さ
れ
た
学

術
大
会
「T

he 52nd A
nnual M

eeting 
of T

W
SR

T
 and the International 

Conference of M
edical Im

aging

」
に

て
、
四
年
生
の
私
の
ゼ
ミ
生
が
ポ
ス
タ
ー

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

学
生
は
国
家
試
験
前
で
し
た
が
、
卒
業

研
究
の
一
つ
を
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
作
成
さ
せ
ま
し
た
。
引
率
に
は

以
前
こ
の
学
会
で
賞
を
頂
い
た
こ
と
が
あ

る
武
藤
裕
衣
教
授
に
同
行
し
て
頂
き
、
心

強
い
限
り
で
し
た
。
ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー

テ
ィ
で
は
台
湾
の
技
師
会
長
な
ど
の
方
々

と
挨
拶
を
さ
せ
て
頂
き
、
ま
た
国
内
の
他

大
学
の
引
率
教
員
と
意
見
交
換
も
で
き
ま

し
た
。
学
生
に
と
っ
て
も
初
め
て
の
経
験

で
緊
張
の
中
に
も
有
意
義
で
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
教
育
的
効
果
も
大
き
い
と
感
じ
ら

れ
、
今
後
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
た
海
外
発
表
で
し
た
。
以
下

に
学
生
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

●	

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
海
外

の
放
射
線
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る

方
々
と
の
交
流
で
す
。ま
た
、ポ
ス
タ
ー

展
示
な
ど
を
拝
見
し
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
学
術
大
会
を
通
し
て
非
常
に

貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今

後
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
活
か
せ
る
よ
う

に
し
た
い
で
す
。
英
語
で
会
話
が
で
き

る
レ
ベ
ル
ま
で
勉
強
し
、
更
に
国
際
的

な
交
流
が
で
き
た
ら
良
い
と
思
い
ま

す
。	

（
伊
原 

汰
一
）

●	

こ
の
学
会
に
参
加
し
て
、
他
国
の
方
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
能
力

が
最
も
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、

ポ
ス
タ
ー
展
示
を
読
み
取
る
こ
と
の
で

き
る
最
低
限
の
語
学
力
も
大
切
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
学
生
の
う
ち
に
国
際
学
会

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
と

て
も
良
い
経
験
と
な
り
、
今
後
に
繋
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

		


（
河
合 

泉
槻
）

●	

本
当
に
良
い
経
験
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
の
ポ
ス
タ
ー
が
展
示
ブ
ー

ス
に
並
ん
で
い
る
の
を
見
る
と
少
し
感

動
す
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
放
射
線

学
会
の
上
に
立
つ
方
々
と
の
ご
挨
拶
や

交
流
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
に

も
楽
し
い
と
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

放
射
線
技
術
科
学
科
同
窓
会 

お
知
ら
せ

■ 

渥
美  

沙
緒
里
　H

N
05

（
15
期
生
）

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
　
ノ
ア

タ
イ
ト
ル
「
寄
り
添
う
」（
仮
題
）

同
級
生
に
一
言

今
、
管
理
栄
養
士
と
鍼
灸
師
と
し
て
働

い
て
お
り
ま
す
。

■ 

野
子  

瑞
希
　H

N
10

（
20
期
生
）

	

四
日
市
市
役
所 

健
康
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課

　

タ
イ
ト
ル
「
行
政
栄
養
士
と
し
て
」（
仮
題
）

同
級
生
に
一
言

み
ん
な
元
気
に
し
て
い
ま
す
か
？
卒
業
し
て
六

年
目
、
早
い
な
ぁ
〜
と
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

■ 

別
府  

香
名
　H

N
13

（
23
期
生
）

	

徳
島
大
学
大
学
院
　
栄
養
生
命
科
学
教
育
部

	

代
謝
栄
養
学
分
野
　
博
士
後
期
課
程
一
年

　

タ
イ
ト
ル
「
研
究
が
で
き
る
管
理
栄
養

士
を
目
指
し
て
」（
仮
題
）

同
級
生
に
一
言

同
窓
会
で
会
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
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十
一
月
十
日
（
土
）
大
学
祭
開
催
お
よ

び
同
窓
会
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
に
あ
わ
せ
、

卒
業
生
講
演
会
と
し
て
放
射
線
技
術
科
学

科
第
二
期
卒
業
生
企
画
「
放
射
線
技
術
セ

ミ
ナ
ー
（
基
礎
編
）」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
放
射
線
技
術
科
学
科
１
～
４
年

次
の
在
学
生
お
よ
び
卒
業
生
五
十
四
名
の

方
々
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
二
期

生
で
あ
る
広
島
大
学
病
院
の
藤
岡
知
加
子

さ
ん
に
は
「D

ual energy CT

の
臨
床

利
用
」、国
際
医
療
福
祉
大
学
の
樋
口
清
孝

さ
ん
に
は
「
い
ま
さ
ら
聞
け
な
い
！
死
亡

時
画
像
診
断
（
Ａ
ｉ
）
の
基
礎
」
と
題
し

そ
れ
ぞ
れ
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際

に
臨
床
や
現
場
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
特
に
低
学
年

の
学
生
に
と
っ
て
は
難
し
い
と
感
じ
た
人

は
多
く
い
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、D

ual 
energy CT

に
関
し
て
は
「
最
新
のCT

画
像
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て

良
い
経
験
と
な
っ
た
。」「
難
し
か
っ
た

が
、
も
っ
と
勉
強
し
よ
う
と
い
う
思
い
に

な
っ
た
。」
死
亡
時
画
像
診
断
（
Ａ
ｉ
）
で

は
、「
具
体
的
な
現
状
を
知
る
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
。
Ａ
ｉ
を
使
う
こ
と
で
ご

遺
体
を
切
る
こ
と
な
く
身
体
の
中
を
見
る

こ
と
が
で
き
て
日
本
人
の
倫
理
観
に
も
適

応
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。」「
人

が
亡
く
な
っ
て
か
ら
も
そ
の
人
の
こ
と
を

知
る
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
す
ご
い
と
感
じ
、
よ
り
活
用
す
べ
き
だ

と
思
っ
た
。」
な
ど
、
興
味
を
持
っ
た
と

い
う
感
想
を
多
く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
卒
業
生
の
方
々
に
も
興
味
深

く
聞
い
て
い
た
だ
け
た
と
同
時
に
、
今
回

の
開
催
で
二
十
年
ぶ
り
に
大
学
に
足
を
運

ん
だ
人
も
多
く
、
懐
か
し
く
も
年
月
に
よ

る
大
学
の
変
化
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た

よ
う
で
し
た
。
今
後
も
技
術
面
だ
け
で
は

な
く
、
卒
業
生
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
後
輩
で
あ
る
在
学
生
へ
の
支
援
と
し

て
、
何
ら
か
の
活
動
が
で
き
た
ら
と
思
い

ま
す
。

放
射
線
技
術
科
学
科
支
部
同
窓
会
卒
業
生
講
演
会
　
第
二
部

「
放
射
線
技
術
セ
ミ
ナ
ー（
基
礎
編
）」開
催
報
告

二
〇
一
八
年
十
一
月
十
日
（
土
）
碧
鈴

祭
期
間
中
に
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
放

射
線
技
術
科
学
科
支
部
同
窓
会
と
の
共
催

で
卒
業
生
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
国

立
病
院
機
構
・
県
立
病
院
・
検
診
施
設
で

勤
務
す
る
卒
業
生
四
名
に
、
各
病
院
・
業

務
の
特
徴
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
、
学
生
時
代
に
心
が
け
て

お
き
た
い
こ
と
な
ど
を
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
講
演
会
に
は
在
学
生
を
中
心
に
卒

業
生
や
ご
家
族
合
わ
せ
て
四
十
八
名
の
皆

さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演

会
終
了
後
は
、
在
校
生
と
卒
業
生
と
の
交

流
会
を
開
催
し
、
在
学
生
が
卒
業
生
に
直

接
活
発
に
質
問
す
る
様
子
が
各
所
で
み
ら

れ
ま
し
た
。

終
了
後
の
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
一
部

で
す
が
紹
介
し
ま
す
。「
ま
だ
二
年
生
だ

か
ら
い
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
も
う
二
年

生
、と
い
う
思
い
に
変
わ
っ
た
」「
二
年
生

の
う
ち
に
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
考

え
、
ど
の
よ
う
な
病
院
に
い
き
た
い
の
か

考
え
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
」「
将
来
働

く
上
で
必
要
な
能
力
や
明
確
な
目
標
な
ど

を
決
め
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
、
学
生
の

と
き
に
行
っ
て
い
た
こ
と
が
将
来
た
め
に

な
る
こ
と
な
ど
が
分
か
り
ま
し
た
」「
卒

業
す
る
ま
で
に
一
種
を
と
り
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
に
な
っ
て
、
マ
ル
チ
ラ
イ
セ
ン
ス
を

と
り
、
良
い
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
に
な
り
た

い
」「
将
来
こ
う
な
り
た
い
と
い
う
理
想
像

を
つ
く
り
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
努
力
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
」「
専
門
の
勉
強

も
大
事
。
で
も
い
ろ
ん
な
人
と
会
話
し
た

り
話
題
を
作
っ
た
り
す
る
の
も
大
事
だ
と

わ
か
っ
た
（
一
部
略
）」

以
上
よ
り
、
参
加
さ
れ
た
在
学
生
皆
さ

ん
の
未
来
を
拓
く
き
っ
か
け
と
な
る
講
演

会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

ま
す
。
今
後
も
同
窓
会
で
は
、
各
支
部
活

動
と
も
協
力
し
な
が
ら
、
在
学
生
と
卒
業

生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
す
る
機
会
を

設
け
、
み
な
さ
ん
の
未
来
を
応
援
し
て
参

り
ま
す

回
、
英
語
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
が
足
り
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
の

で
、
少
し
ず
つ
勉
強
し
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。	

（
斉
木
誠
史
郎
）

●	「
間
接
変
換
型
Ｆ
Ｐ
Ｄ
に
お
け
る
散
乱

線
含
有
率
の
影
響
～
鉛
デ
ィ
ス
ク
法
に

よ
る
～
」
と
題
し
た
研
究
を
ポ
ス
タ
ー

発
表
し
ま
し
た
。
他
大
学
の
学
生
も
参

加
し
て
お
り
、
勉
強
や
研
究
内
容
な
ど

意
見
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
発
表
や
口
述
発
表
、
他
国
の

人
と
交
流
す
る
に
あ
た
っ
て
、
英
語
が

と
て
も
重
要
で
あ
る
と
痛
感
し
ま
し

た
。
学
生
の
間
に
国
際
学
会
へ
参
加
で

き
た
の
は
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。	

（
佐
野
慶
乃
介
）

卒
業
生
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
講
演
会
開
催
報
告

放
射
線
技
術
科
学
科
　
武
藤
　
裕
衣
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日　　　時 	 令和元年 11 月 17 日（日） 
	 13：30 ～ （受付開始：13：00 より）

内　　　容 	 総会、生涯研修セミナー、交流会

会　　　場 	 鈴鹿医療科学大学　白子キャンパス 6 号館 

参　加　費 	 1,000 円（飲食費込。当日、受付にてお支払い下さい。）

申 込 方 法 	 右記、登録フォーム（QR コード）より申込。
	 もしくは、各学年幹事へ申込連絡して下さい。
	 https://ssl.form-mailer.jp/fms/b5d4145f354970

問い合わせ先 	 鈴鹿医療科学大学薬学部同窓会 運営委員会
	 Email: sums.pharmacy.obog@gmail.com

平
成
三
十
年
十
二
月
九
日
（
日
）

に
白
子
キ
ャ
ン
パ
ス
六
号
館
に
お
い

て
、
第
五
回
目
と
な
る
薬
学
部
同
窓

会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
第
一
部
の

総
会
で
は
太
田
有
亮
さ
ん
（
五
期

生
）、櫻
谷
実
里
さ
ん
（
五
期
生
）
の

二
名
が
新
た
に
新
任
役
員
と
し
て
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
第
二
部
の
第
十
回

生
涯
研
修
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
市
中
病

院
で
の
薬
剤
師
に
よ
る
チ
ー
ム
医
療

へ
の
介
入
～
患
者
へ
寄
り
添
う
薬
剤

師
で
在
り
続
け
る
た
め
に
～
」
と
い

う
演
題
で
藤
戸
淳
夫
先
生（
一
期
生
）

が
病
院
薬
剤
師
の
立
場
か
ら
、
ま
た

「
在
宅
医
療
を
学
ぶ
為
の
環
境
を
作

る
四
年
目
薬
局
薬
剤
師
の
活
動
」
と

い
う
演
題
で
瀧
千
尋
さ
ん（
二
期
生
）

が
薬
局
薬
剤
師
の
立
場
か
ら
講
演
し

て
頂
き
ま
し
た
。
藤
戸
先
生
は
病
院

に
お
け
る
チ
ー
ム
医
療
で
の
薬
剤
師

の
役
割
、
積
極
的
に
他
職
種
と
連
携

す
る
重
要
性
、
率
先
し
て
ベ
ッ
ド
サ

イ
ド
へ
赴
く
姿
勢
な
ど
に
つ
い
て
お

話
し
頂
き
ま
し
た
。
瀧
先
生
は
在
宅

医
療
の
意
義
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス

メ
ン
ト
の
重
要
性
、
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
・
ラ
ボ
に
お
け
る
取
り
組
み

な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
頂
き
ま
し

た
。
第
三
部
の
交
流
会
で
は
卒
業
生

と
恩
師
の
先
生
方
を
合
わ
せ
四
十
五

名
が
集
ま
り
、
日
常
業
務
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
な
ど
も
行
わ
れ
有
意
義

な
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

第 5 回薬学部同窓会集合写真

1 期生幹事…	雨皿千鶴代、河井　亜希、鍋谷　和
2 期生幹事…	浮氣　良太、星野　美帆（旧姓 : 近藤）、	
　	 島　　成未、土方　崚
3 期生幹事…	伊藤　朱里、五藤　健児、近藤　健太
	 瀧下　　裕
4 期生幹事…	各務　有里、白上　　茜、鈴木　啓太
	 沖　　活也、宮崎　翔平
5 期生幹事…太田　有亮、櫻谷　実里
会　計…立松　洋平、内田　亮太
　　　　宮崎　翔平
副会長…大出　真衣（旧姓 : 竜瀬）
会　長…藤戸　淳夫

第６回薬学部同窓会開催のお知らせ

第 6 回薬学部同窓会　登録フォーム

▲
薬
学
部
同
窓
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

支 部 報 告



08SUMS ALUMNI vol.20

鍼
灸
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
に

鍼
灸
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
学
専
攻

を
設
置
し
ま
し
た

本
年
度
四
月
よ
り
鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
鍼
灸
治

療
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
鍼
灸
サ
イ
エ

ン
ス
学
科
七
期
生
の
森
田
麻
紀
で
す
。

本
鍼
灸
治
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
月
曜
日
午
前
と

土
曜
日
午
後
以
外
の
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
で
診
療

を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
本
学
卒
業
後
は
介
護
方

面
の
治
療
に
携
わ
り
た
い
と
思
い
三
重
県
内
の
訪

問
治
療
院
で
高
齢
者
・
体
の
不
自
由
な
患
者
様
を

対
象
に
施
術
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
幅

広
い
年
齢
層
の
患
者
様
に
治
療
を
行
い
た
い
と
思

い
、
愛
知
県
を
中
心
に
展
開
し
て
い
る
鍼
灸
接
骨

院
に
転
職
し
、
鈴
鹿
市
に
あ
る
分
院
で
院
長
と
し

て
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

患
者
様
一
人
一
人
が
快
適
に
暮
ら
せ
る
よ
う

に
、
真
心
を
込
め
て
体
の
ケ
ア
を
さ
せ
て
頂
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、
ま
た
、
地
元
で
あ
り
母
校
で

も
あ
る
本
学
で
働
け
る
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
す
と
同
時
に
、
更

に
鍼
灸
治
療
を
究
め
、
学
生
や
患
者
様
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鍼灸サイエンス
学科同窓会からの

お知らせ

支 部 報 告

本
年
度
よ
り
、
本
学
科
に
鍼
灸

ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
学
専
攻
を

設
置
し
ま
し
た
。
ト
レ
ー
ナ
ー
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
卒
業
生
が

多
く
い
る
こ
と
や
ス
ポ
ー
ツ
分
野

に
お
け
る
鍼
灸
の
需
要
の
高
さ
か

ら
本
専
攻
を
設
置
し
、
ス
ポ
ー
ツ

分
野
で
も
活
躍
で
き
る
鍼
灸
師
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

本
専
攻
で
は
鍼
灸
サ
イ
エ
ン

ス
学
科
の
通
常
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
加
え
、
五
科
目
の
選
択
授

業
（
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
・
ス
ポ
ー
ツ

特
論
Ⅰ
～
Ⅴ
）
の
単
位
を
取
得
す

る
こ
と
に
よ
り
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

関
連
の
資
格
で
あ
る
日
本
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
指
導
者
（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ｉ
）
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
者
お
よ
び
全

米
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
＆
ス
ポ
ー
ツ
ト

レ
ー
ナ
ー
協
会
（
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
）

の
パ
ー
ソ
ナ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ト

レ
ー
ナ
ー
の
受
験
資
格
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
資
格
取
得
に
向
け
た
取

り
組
み
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
企

業
や
学
校
と
連
携
し
、
ト
レ
ー

ナ
ー
活
動
や
研
修
を
さ
せ
て
頂
く

よ
う
に
現
在
準
備
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

森 

田  

麻 

紀 

さ
ん

本学科卒業生の森田さんが
本学鍼灸治療センターに
就職しました
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保
健
衛
生
学
部

　
　
　
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
長

畠 

中  
泰 
彦

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
を
担
う
専
門

職
は
、
理
学
療
法
士
（
Ｐ
Ｔ
）、
作
業
療
法
士

（
Ｏ
Ｔ
）、言
語
聴
覚
士
（
Ｓ
Ｔ
）
を
中
心
に
医

療
福
祉
の
現
場
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
本
学

で
は
こ
の
度
、作
業
療
法
学
専
攻
を
新
設
し
、

理
学
療
法
学
専
攻
と
併
せ
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
科
と
な
り
ま
し
た
。
理
学
療
法
学

科
は
十
七
年
前
に
開
設
さ
れ
、
約
七
〇
〇
名

の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
十
七
年
間

の
国
家
試
験
受
験
者
の
う
ち
、
資
格
が
取
れ

て
い
な
い
の
が
二
名
の
み
で
、
理
学
療
法
学

科
の
学
生
達
は
よ
く
頑
張
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
こ
の
間
、
医
療
福
祉
の
環
境
も
徐
々

に
変
化
し
、
短
期
間
の
急
性
期
医
療
か
ら
回

復
期
病
棟
を
経
て
在
宅
、
あ
る
い
は
直
接
在

宅
へ
復
帰
す
る
医
療
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
ま

す
。
回
復
期
、
さ
ら
に
機
能
維
持
期
に
セ
ル

フ
ケ
ア
を
自
立
さ
せ
、寝
た
き
り
の
高
齢
者
、

障
が
い
者
を
減
ら
す
た
め
に
は
専
門
家
の
増

員
が
必
要
で
す
。
勿
論
、
理
学
療
法
士
で
も

対
応
が
可
能
な
部
分
は
多
い
の
で
す
が
、
作

業
療
法
士
は
更
衣
、
食
事
等
の
手
作
業
を
専

門
分
野
と
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
作
業
療

法
士
へ
の
社
会
的
ニ
ー
ズ
は
、
県
内
外
の
求

人
の
急
増
と
い
う
形
で
現
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
数
を
増
や
せ
ば
、
質
が
落
ち
る
」
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
本
学
で
は
ニ
ュ
ー
ロ
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
先
進
的
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
教
育
機
器
を
導

入
し
、
臨
床
経
験
豊
富
な
七
名
の
教
員
が
学

生
教
育
に
あ
た
り
、
即
戦
力
と
な
る
作
業
療

法
士
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

理
学
療
法
学
専
攻
も
十
数
年
ぶ
り
の
指
定

規
則
改
正
に
合
わ
せ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
変

更
さ
れ
ま
し
た
。
学
生
に
求
め
ら
れ
る
知
識

技
術
も
更
に
広
く
深
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

も
社
会
的
ニ
ー
ズ
の
拡
大
と
捉
え
、
我
々
教

員
も
工
夫
と
研
鑽
で
邁
進
し
ま
す
。

鍼
灸
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

中
国
研
修
を
行
い
ま
し
た

　
　
　
　
保
健
衛
生
学
部

　
　
　
　
鍼
灸
サ
イ
エ
ン
ス
学
科 

准
教
授
　
鈴 

木  

　
聡

三
月
十
七
日
（
日
）
～
二
十
一
日
（
木
）
の

五
日
間
、
鍼
灸
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
一
年
生
一

名
、
二
年
生
四
名
、
三
年
生
九
名
の
計
十
四

名
が
中
国
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。
教
員
二

名
（
鈴
木
と
本
田
達
朗
准
教
授
）
と
添
乗
員

二
名
で
引
率
し
ま
し
た
。

鍼
灸
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
は
こ
れ
ま
で
も
二
年

に
一
回
の
ペ
ー
ス
で
、
天
津
、
北
京
、
上
海
、
台

湾
で
研
修
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
、

提
携
校
で
あ
る
天
津
中
医
薬
大
学
で
行
い
ま

し
た
。天
津
中
医
薬
大
学
は
昨
年
に
新
キ
ャ
ン

パ
ス
へ
移
転
し
、
数
年
前
に
は
第
一
附
属
病
院

南
院
が
新
設
さ
れ
、
最
新
鋭
の
教
学
・
臨
床

施
設
で
研
修
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
学
で
は
最
新
の
脈
診
と
舌
診
の
装
置
を

使
っ
た
診
断
学
の
演
習
や
薬
膳
実
習
を
行
い

ま
し
た
。
自
身
の
体
質
を
診
断
し
、
そ
れ
に

合
わ
せ
た
薬
膳
茶
を
処
方
し
、
疲
労
倦
怠
、

食
欲
不
振
な
ど
に
効
果
が
あ
る
薬
膳
料
理
や

ス
ー
プ
を
作
り
ま
し
た
。

病
院
で
は
鍼
灸
科
、
小
児
科
、
整
形
外
科

の
外
来
と
鍼
灸
科
病
棟
で
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
小
児
科
や
整
形
外
科
で
も
必
要
に
応
じ

て
鍼
灸
治
療
が
行
わ
れ
て
お
り
、
鍼
灸
の
多

様
性
や
高
い
治
療
効
果
を
目
の
当
た
り
に
し

ま
し
た
。
研
修
の
最
後
に
は
参
加
者
一
人
ひ

と
り
に
研
修
修
了
証
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
中
国

に
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
気
づ
い

た
、
重
症
患
者
へ
の
鍼
灸
治
療
が
見
ら
れ
て

よ
か
っ
た
、
薬
膳
を
食
べ
効
果
を
体
験
で
き
た
、

今
後
の
学
習
意
欲
向
上
に
繋
が
っ
た
、
な
ど
の

意
見
が
見
ら
れ
、
総
じ
て
有
意
義
か
つ
満
足

し
た
研
修
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
五
十
八
回

日
本
生
体
医
工
学
会
大
会
で

卒
業
生
が
研
究
発
表

　
　
　
　
医
用
工
学
部 

　
臨
床
工
学
科 

 

助
教
　
中
村
　
太
郎
　

六
月
六
日
（
木
）
～
六
月
八
日
（
土
）
沖

縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
第
五
十
八

回
日
本
生
体
医
工
学
会
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
日
本
生
体
医
工
学
会
は
医
学
に
工
学

の
技
術
を
取
り
入
れ
た
新
し
い
診
断
技
術
や

治
療
技
術
に
関
す
る
研
究
活
動
を
行
っ
て
い

る
学
会
で
、私
と
秋
田
展
幸
准
教
授
の
研
究
室

の
卒
業
生
が
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

秋
田
准
教
授
の
研
究
室
か
ら
は
小
坂
彩
華

さ
ん
が
「
体
外
循
環
時
に
使
用
す
る
抗
凝
固

薬
の
評
価
」、
私
の
研
究
室
か
ら
は
田
辺
さ
く

ら
さ
ん
が「
導
電
性
高
分
子
を
用
い
た
ウ
ェア
ラ

ブ
ル
生
体
情
報
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
装
置
の
開
発
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
卒
業
研
究
の
内
容
に
つい
て

発
表
を
行
い
ま
し
た
。
二
人
は
現
在
、社
会
人

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、病
院
で
の
仕
事
が
終
わ
っ

て
か
ら
ポ
ス
タ
ー
作
成
や
発
表
練
習
に
取
り
組

み
、
発
表
に
臨
み
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
参
加
者
が
多
く
、
次
々
に
質

問
に
訪
れ
る
方
が
い
る
状
況
で
し
た
が
、
学

会
で
の
発
表
が
初
め
て
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

堂
々
と
研
究
内
容
の
説
明
や
質
問
に
対
し
て

答
え
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
私
自
身

も
研
究
室
で
指
導
を
し
た
学
生
が
学
会
で
発

表
す
る
の
は
初
め
て
の
経
験
で
あ
り
、
お
互

い
に
成
長
で
き
た
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。今
後
は
今
回
の
経
験
を
活
か
し
、学

会
や
研
究
会
で
の
発
表
活
動
に
積
極
的
に
参

加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

二
〇
一
九
年
四
月 

理
学
療
法
学
科
は
作
業
療
法
学
専
攻
と

共
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
よ
り

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
よ
り
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同
窓
会
で
は
、
平
成
三
十
年
度
よ
り
本
学
の
発

展
充
実
に
寄
与
す
る
た
め
、卒
後
生
涯
教
育
事
業
の

一
環
と
し
て
本
学
卒
業
生
の
皆
様
の
各
種
活
動
や

業
績
に
対
し
表
彰
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、「
親
子
二
代
に
わ
た
る
入
学
者
に
対
し

て
感
謝
状
を
贈
呈
す
る
制
度
」
で
す
。
こ
の
制
度

は
、
同
窓
会
が
親
子
二
代
（
直
系
の
親
・
子
の
二

世
代
）
に
わ
た
る
入
学
者
に
対
し
て
感
謝
状
を
贈

り
、
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
す
。

そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
今
年
度
か
ら
設
け
ら
れ

た
「
功
労
表
彰
制
度
」
で
す
。
こ
れ
は
卒
業
生
が

大
学
の
一
員
で
あ
る
意
識
と
一
体
感
を
醸
成
し
、

卒
業
生
一
人
ひ
と
り
の
励
み
と
な
る
よ
う
、
社
会

に
貢
献
し
、
顕
著
な
業
績
を
あ
げ
、
大
学
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
た
方
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
制
度
を
通
し
て
、
同
窓
会
か
ら
の

情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
く
と
と
も

に
、
同
窓
生
や
在
学
生
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が

ら
、
大
学
の
発
展
や
卒
業
生
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

ぜ
ひ
お
知
り
合
い
に
該
当
す
る
方
が
お
ら
れ
ま

し
た
ら
、
自
薦
他
薦
い
ず
れ
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の

で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

表
彰
１
　
親
子
二
代
に
わ
た
る
入
学
者
に
対
す
る

感
謝
状
贈
呈

対
　
象親

子
二
代
（
直
系
の
親
・
子
）
が
、
現
在
の

学
校
法
人
鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
又
は
そ
の
前
身

で
あ
る
学
校
法
人
鈴
鹿
医
療
科
学
技
術
大
学
に

入
学
さ
れ
た
方

た
だ
し
、
申
請
時
に
お
い
て
子
が
本
学
の
在

籍
者
で
あ
る
こ
と

申
請
方
法

申
請
に
は
以
下
の
事
項
を
同
窓
会
事
務
局
ま

で
、
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
親
（
卒
業
生
）
の
学
生
番
号
（
ま
た
は
学

科
と
入
学
年
度
）
と
氏
名

②
子
（
在
学
生
）
の
学
生
番
号
と
氏
名

③
親
の
連
絡
先
で
あ
る
住
所
、
電
話
番
号
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

	

郵
送
の
場
合
…

	

　

〒
五
一
〇
―
〇
二
九
三

		


鈴
鹿
市
岸
岡
町
一
〇
〇
一

－

一	

　
　

鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
内　

	
　
　
　

鈴
鹿
医
療
科
学
大
学

同
窓
会
事
務
局　

武
藤

	

メ
ー
ル
の
場
合
…m

ail@
sum

s-aa.com

表
　
　
彰

表
彰
状
の
授
与
お
よ
び
記
念
品
贈
呈

付
　
　
記

①
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
が
、
毎

年
十
月
末
日
で
区
切
り
ま
す
の
で
、
十
一
月

以
降
に
ご
提
出
い
た
だ
い
た
方
は
翌
年
の

十
一
月
に
贈
呈
式
を
行
い
ま
す
。

②
贈
呈
式
に
は
、
原
則
二
代
揃
っ
て
ご
出
席
い

た
だ
き
、
そ
の
場
で
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
贈
呈
式
参
加
に
か
か
る
交
通
費
は
、

親
一
名
分
を
原
則
支
給
致
し
ま
す
（
た
だ
し

上
限
十
万
円
ま
で
）。

③
申
請
時
に
お
い
て
親
・
子　

共
に
ご
健
在
で

あ
る
方
を
対
象
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
だ
し
、
同
一
申
請
人
に
よ
る
申
請
は
一
回

限
り
と
し
ま
す
。

④
被
贈
呈
者
の
決
定
は
、
申
請
に
基
づ
き
常
任

理
事
会
が
行
い
ま
す
。

表
彰
２
　
鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
同
窓
会
功
労
賞

（
毎
年
若
干
名
以
内
）

対
　
　
象

①
現
在
の
学
校
法
人
鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
又
は

そ
の
前
身
で
あ
る
学
校
法
人
鈴
鹿
医
療
科
学

技
術
大
学
の
い
ず
れ
か
を
卒
業
さ
れ
た
方

②
社
会
に
貢
献
し
、又
は
顕
著
な
業
績
を
あ
げ
、

大
学
の
発
展
、
名
誉
及
び
信
用
の
向
上
に
寄

与
し
た
と
認
め
ら
れ
る
方

　
【
例
：
企
業
や
病
院
の
部
・
科
長
ク
ラ
ス
以

上
、
個
人
経
営
者
、
都
道
府
県
職
能
団
体
三

役
以
上
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
学
会
・
職
能

団
体
三
役
以
上
、
ま
た
は
同
役
員
経
験
十
年

以
上
、
そ
の
他
上
記
に
準
じ
る
功
績
が
あ
り

表
彰
に
値
す
る
と
認
め
ら
れ
る
卒
業
生
】

③
同
窓
会
正
会
員
会
費
を
納
入
さ
れ
て
い
る
方

①
、
②
、
③
の
い
ず
れ
も
満
た
す
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
本
学
の
常
勤
教
職
員

は
除
き
ま
す
。

申
請
方
法

・	

自
薦
の
場
合
、①
履
歴
書
②
推
薦
理
由（
候
補
者

の
功
績
な
ど
表
彰
対
象
事
項
四
〇
〇
字
以
上
）

を
作
成
し
本
学
同
窓
会
事
務
局
ま
で
メ
ー
ル
ま

た
は
郵
送
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・	

他
薦
の
場
合
、
本
学
同
窓
会
会
長
・
同
窓
会
各

支
部
長
を
推
薦
者
と
し
ま
す
。
卒
業
生
の
う
ち

か
ら
本
賞
を
受
賞
す
る
に
相
応
し
い
と
認
め
た

も
の
を
②
推
薦
理
由
を
添
付
し
、
八
月
末
日
ま

で
に
同
窓
会
常
任
理
事
会
に
推
薦
し
て
く
だ
さ

い
。

表
　
　
彰

表
彰
状
の
授
与
お
よ
び
記
念
品
・
賞
金

付
　
　
記

①
被
贈
呈
者
の
決
定
は
、
申
請
に
基
づ
き
常
任

理
事
会
が
行
い
ま
す
。

②
表
彰
式
と
表
彰
者
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
表
彰
式
参
加
に
か
か
る
交
通
費
は
、

原
則
支
給
致
し
ま
す
（
た
だ
し
上
限
十
万
円

ま
で
）。

③
講
演
時
間
は
、
一
人
二
十
分
～
三
十
分
程
度

を
予
定
し
、
後
輩
（
在
学
生
）
に
語
り
か
け

る
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
含
め
た
話
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

④
表
彰
式
と
表
彰
者
に
よ
る
講
演
会
は
、
毎
年

十
一
月
上
旬
お
よ
び
二
月
下
旬
に
行
う
予
定

で
す
。

鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
同
窓
会
で
は
、
同
窓
生
や

学
科
の
つ
な
が
り
を
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
平
成
三
十
年
度
よ
り
、ク
ラ
ス
会
や
ゼ
ミ
会
、

サ
ー
ク
ル
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
な
ど
、
十
人
以
上
集
ま
る

ク
ラ
ス
会
等
を
開
催
さ
れ
た
場
合
に
対
す
る
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
加
え
て
、
卒
業
生
の
研
究
活
動
や
キ
ャ

リ
ア
支
援
の
た
め
、
卒
業
後
七
年
以
内
の
方
の
学

会
発
表
や
大
学
院
進
学
に
対
す
る
助
成
制
度
が
今

年
度
よ
り
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

助
成
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
以
下
を
お
読
み

い
た
だ
き
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

活
動
１
　
ク
ラ
ス
会
等
開
催
に
対
す
る
助
成

申
請
条
件

・
次
の
卒
業
生
の
集
ま
り
。

①
学
年
、
学
部
、
専
修･

専
攻･

学
科
が
同
じ

卒
業
生
の
集
ま
り
（
ク
ラ
ス
会
な
ど
）

	

鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
同
窓
会

	

　
　
　
表
彰
制
度
が
で
き
ま
し
た
！

同窓会
事務局
より

	

一
定
人
数
以
上
の
同
窓
会
開
催
を

	

　
　
　
同
窓
会
が
支
援
し
ま
す
！

同窓会
事務局
より
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②
出
身
地
ま
た
は
現
住
所
の
地
区
が
同
じ
卒
業

生
の
集
ま
り
（
地
区
会
な
ど
）

③
複
数
の
卒
業
時
期
で
同
じ
ゼ
ミ
の
卒
業
生
の

集
ま
り
（
ゼ
ミ
会
な
ど
）

④
在
学
時
に
同
じ
サ
ー
ク
ル
・
同
好
会
の
卒
業

生
の
集
ま
り
（
サ
ー
ク
ル
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
）

⑤
現
在
の
業
種
が
同
じ
ま
た
は
勤
務
地
が
同
じ

卒
業
生
の
集
ま
り

	

・
一
団
体
に
つ
き
年
一
回

	

・
十
名
以
上
の
参
加
が
あ
る
こ
と

（
た
だ
し
、同
窓
会
支
部
活
動
補
助
と
の
重
複

申
請
は
で
き
ま
せ
ん
）

申
請
者

本
会
正
会
員
（
会
費
が
完
納
さ
れ
て
い
る
こ

と
）

申
請
方
法

・
申
請
に
は
代
表
者
が
以
下
の
も
の
を
揃
え
て
同

窓
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
送
付
先　

e-m
ail: m

ail@
sum

s-aa.com

　

①
助
成
金
申
請
用
紙
（
別
紙
１　

同
窓
会
Ｈ
Ｐ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

②
同
窓
会
の
案
内
状
（
メ
ー
ル
画
面
、
ハ
ガ
キ

の
コ
ピ
ー
な
ど
）

③
同
窓
会
報
告
用
紙
（
別
紙
２　

同
窓
会
Ｈ
Ｐ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

④
同
窓
会
の
出
席
者
名
簿
（
学
生
番
号
・
氏
名
・

住
所
＊
１
）

⑤
出
席
者
の
集
合
写
真
（
人
数
が
確
認
で
き
る

も
の
）

＊
１　

会
報
郵
送
用
連
絡
先
と
し
て
登
録
さ

れ
ま
す
。

助
成
額

出
席
者
一
名
に
つ
き
一
、〇
〇
〇
円
。上
限
は

二
万
円
。
人
数
は
報
告
書
に
添
付
し
て
い
た
だ

く
集
合
写
真
で
確
認
す
る
た
め
、
必
ず
出
席
者

全
員
が
そ
ろ
っ
て
い
る
写
真
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
（
写
真
は
会
報
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
な
お

写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
）。

付
　
　
記

・
助
成
金
の
申
請
限
度
は
一
年
度
内
に
一
回
と
し

ま
す
。

・
申
請
は
同
窓
会
が
行
わ
れ
て
か
ら
六
ヶ
月
以
内

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。期
限
を
過
ぎ
た
場
合
、

申
請
し
て
も
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

・
同
窓
会
助
成
は
先
着
順
と
し
、
年
額
予
算
内
で

活
動
２
　
卒
業
生
の
大
学
院
進
学
へ
の
助
成

申
請
条
件

・
鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
卒
業
生
の
う
ち
卒
業
後
七

年
以
内
で
大
学
院
に
進
学
し
、
優
れ
た
勉
学
成

果
を
期
待
で
き
る
場
合

	

（
た
だ
し
、
過
去
に
本
助
成
を
受
け
た
り
、
卒
業

生
の
学
会
発
表
へ
の
助
成
を
受
け
た
方
は
申
請

で
き
ま
せ
ん
）

申
請
者

・	

本
会
正
会
員（
会
費
が
完
納
さ
れ
て
い
る
こ
と
）

・
二
年
生
以
上
の
大
学
院
生

申
請
方
法

・
申
請
に
は
代
表
者
が
以
下
の
も
の
を
揃
え
て
同

窓
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
送
付
先　

e-m
ail: m

ail@
sum

s-aa.com

　

①
助
成
金
申
請
用
紙
（
別
紙
３　

同
窓
会
Ｈ
Ｐ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

②
活
動
状
況
が
わ
か
る
本
人
が
写
っ
て
い
る
写

真
一
枚

助
成
額

二
万
円
／
件

付
　
　
記

・
申
請
受
付
は
毎
年
五
月
一
日
～
五
月
末
日
ま
で

と
し
ま
す
。

・
被
助
成
者
の
決
定
は
、
申
請
に
基
づ
き
常
任
理

事
会
が
行
い
ま
す
。

・
募
集
人
数
は
原
則
五
名
以
内
と
し
ま
す
。

・
助
成
金
は
、
毎
年
十
一
月
上
旬
に
開
催
さ
れ
る

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
内
で
開
催
す
る
授

与
式
に
お
い
て
、
鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
千
代
崎

キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
お
渡
し
し
ま
す
。

・
次
の
場
合
、
申
請
が
あ
っ
て
も
助
成
を
取
り
消

す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
申
請
書
類
に
不
備
が
あ
る
場
合

②
不
正
な
申
請
が
あ
っ
た
場
合

鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
同
窓
会
で
は
、
今
年
度
よ

り
、
卒
業
生
の
研
究
活
動
や
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
た

め
、
卒
業
後
七
年
以
内
の
方
の
学
会
発
表
や
大
学

院
進
学
に
対
す
る
助
成
制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。助

成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
以
下
を
お
読
み
い

た
だ
き
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

活
動
１
　
卒
業
生
の
学
会
参
加
へ
の
助
成

申
請
条
件

・
鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
卒
業
生
の
う
ち
卒
業
後
七

年
以
内
で
、
全
国
学
会
も
し
く
は
国
際
学
会
レ

ベ
ル
で
の
学
会
発
表
を
行
っ
た
場
合

　
（
た
だ
し
、
過
去
に
本
助
成
を
受
け
た
り
、
卒
業

生
の
大
学
院
進
学
へ
の
助
成
を
受
け
た
方
は
申

請
で
き
ま
せ
ん
）

申
請
者

本
会
正
会
員
（
会
費
が
完
納
さ
れ
て
い
る
こ

と
）

申
請
方
法

・
申
請
に
は
代
表
者
が
以
下
の
も
の
を
揃
え
て
同

窓
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
送
付
先　

e-m
ail: m

ail@
sum

s-aa.com

　

①
助
成
金
申
請
用
紙
（
別
紙
３　

同
窓
会
Ｈ
Ｐ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

②
活
動
状
況
が
わ
か
る
本
人
が
写
っ
て
い
る
写

真
一
枚

助
成
額

国
内
全
国
学
会
・
国
際
学
会
発
表
の
場
合

一
万
円
／
件

付
　
　
記

・
申
請
受
付
は
随
時
行
い
ま
す
が
、
年
二
回
（
七

月
末
、
三
月
末
）
締
め
切
り
ま
す
。

・
被
助
成
者
の
決
定
は
、
申
請
に
基
づ
き
常
任
理

事
会
が
行
い
ま
す
。

・
年
額
予
算
内
で
助
成
を
行
う
た
め
、
申
請
合
計

金
額
が
年
額
予
算
の
上
限
に
達
し
た
場
合
、
当

該
年
度
の
助
成
を
打
ち
切
り
ま
す
。

・
助
成
金
は
、
毎
年
十
一
月
上
旬
に
開
催
さ
れ
る

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
内
で
開
催
す
る
授

与
式
に
お
い
て
、
鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
千
代
崎

キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
お
渡
し
し
ま
す
。

・
次
の
場
合
、
申
請
が
あ
っ
て
も
助
成
を
取
り
消

す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
申
請
書
類
に
不
備
が
あ
る
場
合

②
不
正
な
申
請
が
あ
っ
た
場
合

助
成
を
行
う
た
め
、
申
請
合
計
金
額
が
年
額
予

算
の
上
限
に
達
し
た
場
合
、
当
該
年
度
の
助
成

を
打
ち
切
り
ま
す
。

・
次
の
場
合
、
申
請
が
あ
っ
て
も
助
成
を
取
り
消

す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
申
請
書
類
に
不
備
が
あ
る
場
合

②
不
正
な
申
請
が
あ
っ
た
場
合

	

卒
業
生
キ
ャ
リ
ア
支
援
制
度
が

　
　
　
　
　
　
　
で
き
ま
し
た
！
　

同窓会
事務局
より
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碧
鈴
祭
吹
奏
楽
部

定
期
演
奏
会

開
催
日
…
平
成
三
十
年
十
一
月
十
日
（
土
）

会
　
場
…
鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
内
食
堂

碧
鈴
祭
に
て
、
毎
年
恒
例
の
吹
奏
楽
部
定

期
演
奏
会
に
私
た
ち
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
も
共
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
晴
天
に
恵
ま

れ
、
演
奏
会
に
も
多
く
の
方
が
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
演
奏
会
一
曲
目
「
名
探

偵
コ
ナ
ン
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
」
か
ら
始
ま

り
、「
ピ
ー
ス
サ
イ
ン
」
で
は
ダ
ン
ス
サ
ー

ク
ルJELLY

soso

さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
で
一

気
に
会
場
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
熱
さ
め

や
ら
ぬ
ま
ま
に
合
同
演
奏
曲
「
プ
ロ
ヴ
ァ
ン

ス
の
風
」、
続
い
て
演
奏
し
た
ジ
ャ
ズ
ナ
ン

バ
ー
「sing sing sing

」
で
は
本
日
一
番

の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
最
後
の
曲

「PIRA
T

ES O
F T

H
E CA

RIBBEA
N

」

が
終
わ
る
と
会

場
の
皆
様
か
ら

大
き
な
拍
手
と

ア
ン
コ
ー
ル
を

い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。演

奏
会
で

は
、
小
さ
な
お

子
様
や
高
齢
の

方
々
ま
で
様
々

な
方
が
耳
を
傾

け
て
く
だ
さ

り
、同
じ
時
を
、

放
射
線
技
術
科
学
科

第
二
期
卒
業
生
同
窓
会

開
催
日
…
平
成
三
十
年
十
一
月
十
日
（
土
）

会
　
場
…
居
酒
屋 

ま
し
ろ
や

卒
業
二
十
年
を
過
ぎ
た
の
を
期
に
「
同
窓

会
や
っ
て
み
る
？
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
り
今
年
で
三
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
過
去

二
回
は
Ｊ
Ｒ
Ｃ
に
合
わ
せ
横
浜
で
の
開
催
で

し
た
が
、
今
回
は
母
校
に
も
足
を
運
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
、三
重
県
で
開
催
し
ま
し
た
。三

回
目
と
は
い
え
毎
回
メ
ン
バ
ー
は
変
わ
る
た

め
、
卒
業

以
来
二
十

年
越
し
の

再
会
も
多

く
、
近
況

報
告
や
思

い
出
話
で

と
て
も
楽

し
い
時
間

を
過
ご
す

こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
定
期
的
に
開
催
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
参
加
い
た

だ
け
な
か
っ
た
皆
さ
ん
と
も
次
回
は
一
緒
に

楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
報
告
者
…
松
浦　

佳
苗
）

卒
業
生
交
歓

音
楽
を
通
し
て
楽
し
め
た
こ
と
が
大
変
心
嬉

し
い
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
楽
し
い
ひ
と
時
と
感
動
を
与

え
ら
れ
る
よ
う
な
演
奏
を
目
指
し
て
精
進
し

て
参
り
ま
す
。　
（
報
告
者
…
田
上
あ
ず
さ
）

ミ
ニ
同
窓
会
を

開
催
し
ま
し
た
！

令
和
元
年
六

月
に
白
子
に
お

い
て
、
先
生
方

を
迎
え
た
ミ
ニ

同
窓
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

卒
業
生
十
八

名
に
加
え
て
先

生
方
（
新
谷
先

生
、翠
川
先
生
、

加
藤
先
生
、
中

東
先
生
、
杉
野

（
酒
井
）
先
生
、

若
杉
先
生
）
に

ご
出
席
い
た
だ

き
ま
し
た
。
遠
方
か
ら
こ
の
日
の
た
め
に
集

ま
っ
て
く
れ
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
再
会
に
近
況
報
告
、
結
婚
や

仕
事
の
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

卒
業
し
て
か
ら
も
こ
う
し
て
集
ま
る
こ
と

で
、
情
報
交
換
も
で
き
、
今
後
の
目
標
な
ど

話
し
会
え
る
貴
重
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
！ 

（
報
告
者
…
下
川
（
山
本
）
純
子
）

第29回 碧鈴祭のご案内
第29回碧鈴祭テーマ：一

い っ

　発
ぱ つ

　笑
しょう

　舞
ぶ

　今年のテーマは「一発笑舞」。年に一度の大イベントである碧鈴祭。
　１年の中ではたった２日間のことですが、その一瞬のために、何か
月も前から多くの学生や教職員が関わって、構想を練り、計画をして、
準備を進めています。
　このイベントを通して、参加する学生や卒業生・来校される地域の
方、そして模擬店の出店や発表・展示・運営など、碧鈴祭に携わる全
ての人を笑顔にしたい！との想いを、一発勝負に掛け、『一発笑舞』と
しました。

11 月 9 日（土）
　10：00 〜	 大学祭 1日目
	 学科発表、模擬店、学生企画、有志発表
	 ゲスト LIVE（足立佳奈）
　16：00 〜　1日目終了
11 月 10 日（日）
　10：00 〜　大学祭 2日目
	 学科発表、模擬店、学生企画、有志発表
	 お笑い LIVE
　16：00 〜	 本祭終了

※スケジュールや内容は変更となる場合があります。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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2019 年 3 月 15 日卒業生対象に回答頂きましたアンケート結果をお知らせいたします。
下の 4 つのグラフは、4 つの問に対する回答の平均得点を学科・専攻別にそれぞれ示したもの

です。これを見ると分かりますが、問によって多少の違いはあるものの、どの学科・専攻におい
ても平均得点が回答の中点（2.5）を大きく上回っており、多くの卒業生の皆様が本学の教育目
標をしっかり身につけることができたと答えて下さっていました。今後、卒業生の皆様からいっ
そう高い評価を頂けるように教育の改善・改革に努めてまいります。ご協力頂きました卒業生の
皆様、ありがとうございました。また、皆様の益々のご活躍を祈念しております。　 　教務課

卒業生の皆様におかれましては益々ご活躍のことと存じます。
本学のさらなる発展を期して、現在、本学の教育全般を点検評価し、新しい教育体制と内容の充実を図りた

いと考えて様々な取組を進めております。そ
の一つとして、社会人としてご活躍中の卒業
生の皆さまから、本学で受けた教育について
現在どのように感じておられるのか、良かった
ところ、欠けている点など、ご意見やご感想を
うかがい、本学の教育方針やそれを踏まえた
取組みを見直していきたいと考えております。

本学ホームページの「卒業生の方へ」の中に
アンケートを用意しております。お手数をお
掛けいたしますが、アンケートへの回答にご
協力いただきますようにお願いいたします。

回答結果につきましては目的以外には一切
使用いたしませんので、忌憚のないご意見・
ご感想をお寄せ下さい。ぜひともご協力いた
だきますようお願いいたします。

  卒業生アンケートへのご協力のお願い

2018 年度
卒業生アンケ―ト
の結果について

問
回
　
答

❶	当てはまらない

❷	一部当てはまる

❸	ほぼ当てはまる

❹	当てはまる

１	幅広い教養を身につけることができた。
２	高度な知識と技能を修得し、チーム医療を担う力量を身につけることができた。
３	専門的な知識・技能により医療人として、地域社会の健康・医療・福祉の向上

に貢献する力を身につけることができた。
４	人の尊厳を守り、誠実で礼儀正しく、主体性と和を大切にし、医療人・社会人

として自立できる力を身につけることができた。

● 対象者数：504 人

● 回答者数：475 人

● 回 答 率：94.2％

質問 当てはまる ほぼ当てはまる 一部当てはまる 当てはまらない 無効

１ 197 220 53 5

２ 128 244 96 7

３ 167 230 75 3

４ 228 207 32 6 2
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大学院入試について
医療科学研究科医療科学専攻修士課程・博士後期課程
薬学研究科医療薬学専攻博士課程（4 年制）

本学大学院には毎年 20 名ほど社会人の方が入学されています。勤務しながら就学できるよう、授業
や研究指導の配慮を行っています。2018 年 4 月より、公認心理師・臨床心理士の受験資格に対応した
臨床心理学分野、2019 年 4 月からは、看護学分野も開設しました。

本学卒業生は検定料（35,000 円）および入学金（200,000 円）を免除しています。大学院で学び、皆
様方のキャリアアップにつなげていただければと思います。

● 2020 年度大学院入試日程（医療科学研究科・薬学研究科）

期別 出　願　期　間 試　　験　　日 合　格　発　表

1期 2019年 9月 9日（月）
～ 9月 16日（月）

2019年 9月 28日（土）
【今年度は終了しました】 2019年 10月 11日（金）

2期 2020年 2月 10日（月）
～ 2月 17日（月） 2020年 3月 7日（土） 2020年 3月 13日（金）

※医療科学研究科は社会人特別選抜、東京サテライトコース ( 社会人診療放射線技師対象 )、名古屋サテライトコー
ス（社会人で上級の医療情報技術者を目指す方対象）入試があります。

※薬学研究科の社会人特別選抜入試はありません。薬剤師資格を取得している事が出願条件となります。
※詳細につきましては、本学ホームページ及び大学院学生募集要項をご覧ください。
◎ 2020 年 4 月より大学院医療科学研究科 医療科学専攻 臨床検査学分野に「細胞検査士養成コース」を開設予定

です。社会人の方が勤務しながら細胞検査士の資格が取得できるよう配慮しています。

学部入試について
　おかげさまで本学は創立 28 年を迎えました。これまでに 9,000 名を超える卒業生が全国各地の医療

機関・福祉施設等で活躍し、OB・OG によって結ばれたネットワークは後輩の就職活動の大きな味方に
なってくれています。

近年は、同窓生のご子弟が本学に入学される機会も増えてきました。医療 ･ 福祉分野への進学を希望
するご家族、お知り合いの方がいらっしゃいましたら、医療現場で活躍する先輩として、鈴鹿医療科学
大学をよく知る先輩として、ぜひとも本学をご推薦ください。

学部入試の詳細は本学ホームページ及び学生募集要項でご確認ください。大学案内・学生募集要項等
のご請求は、ホームページ・メール・電話で受付けております（無料）。お気軽にお問い合わせください。

学部入試についてのお問い合わせ

鈴鹿医療科学大学　入学課
TEL：059-383-9591（直通）
H P：https://www.suzuka-u.ac.jp/nyushi/
E-mail：nyushi@suzuka-u.ac.jp

大学院についてのお問い合わせ

鈴鹿医療科学大学　大学院課
TEL：059-340-0334（直通）

入学課からのお知らせ
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同窓会会報の原稿を募集します
本会報は母校卒業後も学校・同窓生を結び、会員

皆様に親しまれる会報誌として編集 ･ 発行されて参
りました。今後も内容を充実させ同窓皆様の交流を
支援する会報誌を目指して参りますので、広くご寄
稿をお願い申し上げます。

ご寄稿を頂きました方にはささやかですがお礼を
させて頂きます。
１．ご寄稿記事内容 

①母校、同窓会、同期会に関わる思い出
②同窓生のお店（開業されているかたのお店紹介

や、勤務先施設の紹介についてなど）
③学会、研究会、クラス会案内
④その他同窓会から募集するテーマ

２．原稿
①のみ 300 ～ 600 字程度。②③④は 300 字程度。

寄稿者本人写真及び関連写真やイラストをご提供
願います。 

３．送付先と締め切り 
同窓会事務局までメールまたは郵送してくださ

い。次号のご寄稿締め切りは、2020 年 5 月末日に
なります。（発行は 2020 年 10 月1日予定）

転居時はご連絡を
住所が正しく登録されていない方には、同窓会会

報や各種ご案内がお届けできません。
住所・勤務先等を変更される場合、また、改姓改

名された方は、同窓会事務局へご連絡ください。

支部同窓会を結成しませんか？
本会では、理事会の議を経て、学科別および地域別

に支部を結成することができます。2019 年 7 月現在、5
支部（放射線技術科学科、医療栄養学科（医療栄養コー
ス）、医療福祉学科、鍼灸学科、薬学科）が結成されて
います。本会支部として活動される場合、支部で開催さ
れる卒業生交流支援活動に対して、規定により補助が
行われます。支部活動報告は、同窓会会報他で行って
いただきます。まだ学科支部が結成されていない学科の
卒業生皆様、卒業生の交流や後輩在学生への支援活動
として支部同窓会を結成しませんか？支部結成を希望さ
れる場合は、同窓会事務局までメール mail@sums-aa.
comでお知らせください。

同窓会名簿の頒布について
2005 年 4 月から個人情報保護法が完全施行された

ことに伴い、本会では同窓会名簿を頒布しないこととさ
せていただいております。悪しからずご了承ください。

各種同窓会の開催やご友人に連絡を取りたい場合
は、同窓会事務局へご連絡ください。ご本人からの許可
がない限り、直接、情報を開示することはできませんが、
同窓会事務局から先方にその旨をお伝えいたします。

悪徳業者にご注意を
鈴鹿医療科学大学同窓会事務局からの住所調査と

名乗り、電話で住所や勤務先などの個人情報を調べ
る業者がいます。本会では電話での住所調査は行っ
ておりません。ご注意ください。
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同窓会事務局からのお知らせ

同窓生も 8,500 名を超え、あちらこちらで同窓会を開催しました！という声が同窓会にも届くようになりま
した。大学時代の友人たちと久しぶりに会うと、何年も会っていなくても、すぐに学生時代に戻ったような
気持ちになります。本号から様々なグループの同窓会報告を掲載しています。楽しい同窓会での様子をぜ
ひお寄せください。

編集
後記

2019年度 同窓会ホームカミングパーティのお知らせ
毎年恒例となっている「卒業生ホームカミングパーティ」を、今年も

碧鈴祭初日の土曜日午後に開催します。毎年好評の「ビンゴ大会」やご
家族皆様に参加いただける「輪投げ大会」のほか、今年は、似顔絵師に
よる「似顔絵体験（寄付金 300 円・整理券制）」を新たに企画いたしました。

今年卒業された皆さん数ヶ月ぶりの大学に遊びに来ませんか？皆様、
お誘いあわせの上、ぜひお越しください！

日  時 	2019 年 11 月 9 日（土） 
	 13：15 ～ 15：00 頃（受付開始 13：00 ～）
	 ＊「ビンゴ大会」は 14：00～、「輪投げ大会表彰式」はビンゴ終了後

場  所   鈴鹿医療科学大学  千代崎キャンパス
	  B 講義棟ラウンジ

会費
無料


